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研究成果の概要（和文）：医師の服装・身だしなみは患者との関係構築の上で重要であると考えられているが、実際ど
の程度重視され、またどのような服装・身だしなみが適切・不適切なのか具体的に調査されていない。これらの点を明
らかにすべく、本研究を実施した。
医師の服装・身だしなみは医師の話し方や評判に匹敵する評価であった。医師の服装として、白衣は年齢や性別に関係
なく適切な服装と見なされている。清潔さでは白衣より優れているされるスクラブに関しては、概ね良好な評価である
一方、高齢層には好まれていないという結果であった。具体的なデータにより、これまであいまいであった適切な服装
を具体化できると考えられる。

研究成果の概要（英文）：The aim of the present study was to determine the importance of physician attire 
in inspiring confidence in patients, patient preferences and factors influencing the impression made by 
the clothing worn by doctors. Attire is one of the important factor that inspires patient confidence in 
physicians. White coats were deemed the most appropriate clothing style for doctors, followed by scrubs. 
However, older participants perceived scrubs to be less appropriate attire than younger subjects.
We believe that this result influences good patient-doctor relationship.

研究分野：プライマリ・ケア

キーワード： 患者・医師関係　服装　身だしなみ　プライマリ・ケア
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

医師の服装は非常に多様化している。医療機

関によってはユニフォームが支給されてい

る場合もあるが、特に規定がなく、服装が個

人の裁量に任されている場合も少なくない。

動きやすさ、通気性、清潔さなどの衣料品と

しての機能面や、患者から見て信頼感や親し

みやすさなどの患者・医師関係構築のツール

面や医師個人の嗜好によるファッション面

などいくつかの要素を総合して、医師はその

自分の服装を選んでいる。しかしながら、信

頼感や親しみやすさ等に関しては、医師側が

「患者がそう考えているであろう」という想

像しているにすぎず、実際のところ、患者側

が本当にそう考えているかに関しては、十分

調査されているとは言い難い。衛生面や機能

面で適切と考えていた服装が、患者たちに対

して不快感を与えたり、医師としては不適切

と思われたりするとすれば、関係構築の上で

障害となる可能性もある。 

服装・身だしなみの重要度がわかれば、こ

れらに対してより真剣に取り組む必要性が

明確となると考えられる。 

 

２．研究の目的 

本研究は、質問票を用いた横断研究である。

背景を踏まえて、以下を目的とする 

①医師への信頼感に対して、服装・身だしな

みが他の要因と比較して、どの程度重視され

るかについて明らかにすること 

②患者から見た医師としてふさわしい服

装・身だしなみを明らかにすること 

③医師の服装・身だしなみの評価に関連する

要因について検討すること 

④患者と医学生との認識の相違を明らかに

すること 

 

３．研究の方法 

当初、医師を対象とした服装調査を行う予定

であったが、十分なサンプルを集めることが

困難であったため、今後医師になる医学生を

対象として調査を行った。 

医師の信頼感に対する影響要因 

信頼感に影響を与える項目について、「服

装・身だしなみ」、「話し方」、「医師の年齢」、

「医師の性別」、「肩書き（教授、部長など）」、

「周囲の評判」の 6項目を調査。回答には、

「とても重要」「やや重要」「どちらでもない」

「あまり重要でない」「まったく重要でない」

の５段階スケールを用いた。 

医師の服装調査 

 提示する服装は、男性医師・女性医師とも

長袖白衣、スクラブ、セミフォーマル、スマ

ートカジュアル、カジュアルの 5種類とした。

「医師としての適切さ」について「とても思

う」「やや思う」「どちらでもない」「あまり

思わない」「まったく思わない」の 5段階リ

ッカートスケールを用いた。 

医師の身だしなみ 

男性医師・女性医師共通 5項目（「白衣が汚

れている」、「名札がない」、「革靴」、「スニー

カー」、「サンダル」）、男性医師 4項目（「ピ

アス」、「髪を染めている」、「整えたひげ」、「無

精ひげ」）、女性 6項目（「髪を染めている」、

「髪を束ねていない」、「イヤリング・ピアス

小」、「イヤリング・ピアス長」、「短いスカー

ト」、「ハイヒール」）に決定した。 

各項目に関して「とても適切である」、「やや

適切である」、「どちらでもない」、「あまり適

切でない」、「まったく適切でない」の５段階

リッカートスケールで調査した。 

 

調査方法 

患者対象調査 

調査場所：茨城県（つくば市、北茨城市）、

新潟県（新潟市、新発田市）、東京都内（JR

御茶ノ水駅前）の調剤薬局の店舗内 

対象：医療機関受診後、処方薬を受け取るた

めに来局した患者もしくはその付き添い各

100 人。本研究への同意を得られた年齢 20



歳以上の人を対象とした。体調不良、認知症、

回答が困難な人は除外。 

調査期間：2012年 5月中旬~9月下旬 各施

設で二日間。 

サンプリング方法：連続サンプリング 

調査方法：自記式アンケート調査 

 

医学生対象調査 

調査場所：筑波大学、順天堂大学 

対象 

・筑波大学医学群医学類 2012年度の 1年生

および 5年生全員 

・順天堂大学医学部 2012 年 2 年生および 6

年生全員 

・実施日：2014年 4月～12月の各 1日 

サンプリング方法：全数調査 

 

解析方法 

医師に対する信頼感に関連する要因 各

項目の評価について、５段階スケールで、

「とても重要」から「まったく重要でない」

をそれぞれ５～１点まで点数化し、各項目

の平均点を比較した。各項目の平均点につ

いて、性別、地域、年代層（20-34歳、35-49

歳、50-64歳、65歳以上）で t検定、分散

分析を行った。また、5～4点を「重視」群、

3～1点を「非重視」群と定義した。 

 

医師の服装・身だしなみに対する評価  

各服装・身だしなみの評価に関して、５段

階スケールで「とても思う」から「まった

く思わない」、「とても適切である」から「ま

ったく適切でない」を、それぞれ５～１点

まで点数化し、各項目の平均点を比較した。

各項目について、単変量解析として性別、

地域、年代層で t検定、分散分析を行った。

事後比較には Tukey の多重検定を使用し

た。 

 医師の服装に関して、性別、年代層、地

域の二つ以上の項目で差があった服装に関

して否定的とする要因を解析するために多

変量解析を行った。5～3点を肯定群、2～1

点を否定群の二群に分け、服装・身だしな

みの各項目への評価（1：否定、0：肯定）

を従属変数、性別、地域、年代層を独立変数、

「男性」、「つくば」、「20-34 歳」を基準とし

て二項回帰ロジスティック分析を行いオッ

ズ比（以下 OR）を算出した。 

 

４．研究成果 

主な結果を記載する。 

（１）信頼感への影響要因 

信頼感に影響する要因に関して、スケールで

5および 4点とした「重視群」の割合は、「話

し方」94.3％、「評判」79.2％、「服装・身だ

しなみ」77.8％、「医師年齢」31.6％、「肩書

き」31.4％、「医師性別」16.5％となっていた。

服装・身だしなみは 8割近くが重視している

ことが明らかとなった。「服装・身だしなみ」

の項目を性別間、地域間、年代層間で詳細に

検討を行ったが、性別間、地域間、年代層間

に関係なく重視していることが判明した。 

 

図１患者から見た医師の信頼感に影響する

要因 

 

（２）男性医師の服装 

図 3に示すとおり、白衣が最も適切な服装と

され、スクラブはそれに次ぐ結果であった。

その他の 3種類の服装に関しては、適切とみ

るのは半数以下であった。スクラブに関して

は、地域間、年齢層で有意な差を認めた。特

に年齢層に関しては、35歳未満の若い層に対



し、高齢層が高くなるほど否定的と捉える真

回答が増加した。 

 

図 2 男性医師の服装別の適切さの評価 

 

（３）女性医師の服装 

図 3のごとく、男性医師同様白衣が最も適切

で、スクラブがそれに次ぐ結果であった。 

スクラブは男性医師と同様に、地域間、年齢

層で有意な差を認めた。特に年齢層に関して

は、35歳未満の若い層に対し、高齢層が高く

なるほど否定的と捉える回答が増加した。

 

図 3 女性医師の服装別の適切さの評価 

 

（４）身だしなみ 

図 4に身だしなみの各項目に対する評価を示

す。名札の未着用および汚れた白衣は 9割以

上が不適切と評価された。サンダルは革靴、

スニーカーに比べ、不適切とする回答が 2倍

程度多かった。 

男性医師に関してはピアス、無精ひげは約 8

割が不適切と回答した。 

女性医師に関しては、長髪を束ねない、長い

ピアス、短いスカート、ハイヒールが 7割程

度不適切とする回答であった。 

 

図 4 各身だしなみに対する適切さの評価 

 

（５）医学生との比較 

医師の信頼感に関連する要因に関して、患者

と医学生間で比較を行った。服装・身だしみ

に関しては、医学生の方が有意に高い評価を

していた。少なくとも医学生は服装・身だし

なみが医師として重要な要因であると見な

していると考えられた。 
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